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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月14日(2008.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イオン交換膜と、
　イオン交換膜の両側に位置する２つの電気化学反応層であって、各電気化学反応層は触
媒を含み、イオン交換膜に少なくとも部分的に接触している内側面と、内側面の反対側の
外側面とを有する、２つの電気化学反応層と、
　イオン交換膜の両側に位置する２つの電流輸送構造であって、各電流輸送構造が関連す
る一方の電気化学反応層に接触している導電部を有し、少なくとも一方の電流輸送構造の
導電部は関連する電気化学反応層の外側面から内側方向に位置する、２つの電流輸送構造
とを備える電気化学セル。
【請求項２】
　双方の電流輸送構造の導電部が、関連する電気化学反応層の外側面から内側方向に位置
する請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項３】
　少なくとも一方の電流輸送構造がイオン交換膜と接触している請求項１乃至２のいずれ
かに記載の電気化学セル。
【請求項４】
　各電流輸送構造がイオン交換膜の表面上に位置する請求項３に記載の電気化学セル。
【請求項５】
　各電流輸送構造がイオン交換膜の表面内に埋め込まれている請求項３に記載の電気化学
セル。
【請求項６】
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　少なくとも一方の電流輸送構造は、関連する電気化学反応層の外側面から完全に内側方
向に位置する請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項７】
　少なくとも一方の電流輸送構造の一部は、関連する電気化学反応層の外側面を越えて外
側に延びている請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項８】
　イオン交換膜が複合膜を備える請求項１乃至７のいずれかに記載の電気化学セル。
【請求項９】
　イオン交換膜が、基材の開口内に配置されたイオン伝導材料を備える請求項１乃至７の
いずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１０】
　各電流輸送構造は開口の周囲に延びている請求項９に記載の電気化学セル。
【請求項１１】
　各電流輸送構造が基材上に位置する、請求項９乃至１０のいずれかに記載の電気化学セ
ル。
【請求項１２】
　基材内に埋め込まれ、かつ電流輸送構造の一方に電気接続されている導電経路を有する
、請求項９乃至１１のいずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１３】
　イオン交換膜内に埋め込まれ、かつ電流輸送構造の少なくとも一方に電気接続されてい
る導電経路を有する、請求項１乃至８のいずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１４】
　電気化学反応層が２５０マイクロメートル以下の厚さを有する請求項１乃至８のいずれ
かに記載の電気化学セル。
【請求項１５】
　イオン交換膜が５～２５０マイクロメートルの範囲の厚さを有する請求項１乃至８のい
ずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１６】
　　電流輸送構造が約５～７５マイクロメートルの範囲の厚さを有する請求項１乃至８の
いずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１７】
　　電流輸送構造が約５～２００マイクロメートルの範囲の幅を有する請求項１乃至８の
いずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１８】
　　各電流輸送構造がイオン交換膜表面上のある領域の周囲に閉鎖した経路を形成してい
る請求項１乃至８のいずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１９】
　　各電流輸送構造が、円形、楕円形、矩形、六角形および多角形のうちの１つを有する
トレースを有する請求項１乃至１８のいずれかに記載の電気化学セル。
【請求項２０】
　　電流輸送構造がイオン交換膜に関して対称的に位置する請求項１乃至１８のいずれか
に記載の電気化学セル。
【請求項２１】
　少なくとも一方の電気化学反応層の外側面上に位置するフィルター層を備える請求項１
乃至２０のいずれかに記載の電気化学セル。
【請求項２２】
　請求項１乃至２１のいずれかに記載の複数の電気化学セルを有する電気化学セル層。
【請求項２３】
 　請求項２２に記載の細長い形状の電気化学セルを有する電気化学セル層。
【請求項２４】
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　複数の電気化学セルは規則的な配列に配置されている請求項２２または２３に記載の電
気化学セル層。
【請求項２５】
　複数の電気化学セルが並列に接続されている請求項２２に記載の電気化学セル層。
【請求項２６】
　　複数の電気化学セルが直列に接続されている請求項２２に記載の電気化学セル層
【請求項２７】
　複数の電気化学セルが直列－並列に接続されている請求項２２に記載の電気化学セル層
。
【請求項２８】
　複数の電気化学セルが、直列に接続されたセルの複数のグループを備え、それらのグル
ープ同士は並列に接続されている請求項２７に記載の電気化学セル層。
【請求項２９】
　各グループが空間的に分離された電気化学セルを備える請求項２８に記載の電気化学セ
ル層。
【請求項３０】
　　請求項１２または１３に記載の複数の電気化学セルを有し、複数の電気化学セルが導
電経路を介して直列に接続されている電気化学セル層。
【請求項３１】
　請求項２２乃至２８のいずれかに記載の電気化学セル層がベースにシールされ、同電気
化学セル層とベースとの間にプレナムが形成される電気化学セル装置。
【請求項３２】
　該電気化学セル装置は燃料電池装置を備え、プレナムが燃料を保持するように構成され
ている請求項３１に記載の電気化学セル装置。
【請求項３３】
　ベースが反応物質をプレナムに導入する入口を有する請求項３１または３２に記載の電
気化学セル装置。
【請求項３４】
　ベースが生成物をプレナムから除去する出口を有する請求項３１乃至３３のいずれかに
記載の電気化学セル装置。
【請求項３５】
　　長手寸法と短手寸法を有する細長い形状を有する請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項３６】
　　長手寸法が短手寸法の少なくとも２倍である請求項３５に記載の電気化学セル。
【請求項３７】
　細長い形状が長方形である請求項３５に記載の電気化学セル。
【請求項３８】
　　細長い形状が楕円形または長円形（２つの円を平行線で結んだ形状）である請求項３
５に記載の電気化学セル。
【請求項３９】
　多孔質電気化学反応層の下に位置しイオン伝導膜に隣接する電流輸送構造を有する電気
化学セル。
【請求項４０】
　電気化学セル用コアアセンブリーであって、
　イオン交換膜と、
　イオン交換膜の少なくとも第１の側面上に位置する導電性電気化学反応層と、
　電気化学反応層に電気接触している導電性電流輸送構造とを備え、
　電気化学反応層の外側面は、電流輸送構造の少なくとも一部の上に位置する、コアアセ
ンブリー。
【請求項４１】
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　電気化学反応層が触媒を備える請求項４０に記載のコアアセンブリー。
【請求項４２】
　電気化学セルの作動方法であって、
　外側面および内側面を有する触媒含有電気化学反応層、少なくとも一部が電気化学反応
層の下に位置する電気電流輸送構造、および電気化学反応層の内側面に接触しているイオ
ン伝導層を有する電気化学セルを用意する工程と、
　反応物質を電気化学反応層に拡散させる工程と、
　反応物質を触媒電気化学反応に供して、電気化学反応層中の、電気化学層表面とイオン
伝導層との間の位置で、イオンと電子を生成させる工程と、
　電流輸送構造を回避する経路に沿ってイオンをイオン伝導層に進める工程と、
　電子を電流輸送構造に進める工程と、
を備える方法。
【請求項４３】
　　電気化学セル層を構成する方法であって、
　イオン伝導領域の周辺に沿って伸びる少なくとも１つの電流輸送構造を用意する工程と
、
　電流輸送構造の少なくとも一部を覆い、電流輸送構造と関連するイオン伝導領域とに接
触している電気化学反応層を形成する工程と、
　を備える方法。
【請求項４４】
　イオン伝導領域を用意する工程が、非導電性材料シートを選択的に処理して、イオン伝
導領域を形成する工程を備える請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　イオン伝導領域を用意する工程が、イオン伝導性材料シートを選択的に処理して、イオ
ン伝導領域を形成する工程を備える請求項４３に記載の方法。
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